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QRコードリンク先の登録フォーム
(https://saisachi.com/251201celltherapy2_semiform/)

またはリカケンホールディングスグループ  スタッフまで

Teamsにて
オンライン開催

先着各200名

2025

12.1
16:00-17:15

次世代のがん治療として期待されるCAR-T/NK細胞療法の課題克服と機能強化に焦点を当てた

共催セミナーです。

慶應義塾大学医学部先端医科学研究所がん免疫研究部門籠谷勇紀先生にご登壇いただき、T

細胞の機能制御に関わる鍵分子の改変戦略に基づいた、CAR-T/NK細胞の分子プロファイル強

化の最新事例をご紹介します。CSTからは、研究を効率化するためのCARリンカー抗体を含む、

高品質な研究ツールと幅広いソリューションを紹介します。

シンモダリティセミナー

細胞治療編②
～細胞治療を拓く研究知見と最新研究ツール～

月

※参加にはTeamsでの視聴環境が必要となります。

受講
無料

申込方法

お問い合わせ

共催

共催特別講演

慶應義塾大学医学部先端医科学研究所
がん免疫研究部門 教授

籠谷 勇紀先生
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T細胞はナイーブ、エフェクタ―、メモリーと機能の異なる細胞状態を行き来するが、これらの制
御に関わる鍵分子を修飾することで、人工的にT細胞機能を変容させられます。こうした改変を
CAR-T細胞、さらにはCAR-NK細胞などの機能強化に応用する試みが近年多くなされており、本セミ
ナーでは我々の改変戦略の一例を紹介します

各回からのプログラム概要

プログラム

お問い合わせはお近くのリカケンホールディングスグループ各社まで

CAR-T細胞療法は、がん治療の進歩に貢献していますが、固形がんへの有効性や製造に課題があり
ます。本セミナーでは、この研究を効率化するための高品質な研究ツールとしてCSTが提供する革
新的なCARリンカー抗体を中心に、CAR細胞研究に対応する幅広いソリューションを紹介します。

セルシグナリングテクノロジージャパン株式会社

12月1日(月) 16:00～17:15

15:50～16:00 入室開始 オンラインにて入室いただけます

16:00～16:05 ご挨拶

16:05～16:45 ≪第一部≫

16:45～17:10
≪第二部≫

17:10～17:15 Q＆A ご案内など

慶應義塾大学医学部先端医科学研究所
がん免疫研究部門教授籠谷勇紀先生

特別
講演

「CAR-T/NK細胞の分子プロファイルに基づく機能強化」

「CAR細胞研究を加速するためのソリューション」

セルシグナリングテクノロジージャパン株式会社
マーケティング＆ビジネスデベロップメント部
シニアフィールドアプリケーションスペシャリスト
阿部晋也, PhD

特別講演「 CAR-T/NK細胞の分子プロファイルに基づく機能強化」

発表者：教授籠谷勇紀先生

慶應義塾大学医学部先端医科学研究所 がん免疫研究部門

「 CAR細胞研究を加速するためのソリューション」

マーケティング＆ビジネスデベロップメント部 シニアフィールドアプリケーションスペシャリスト

発表者：阿部晋也, PhD
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